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川崎市立南生田小学校ＰＴＡ規約 

 

第１章  名称及び事務所 

第１条   本会は川崎市立南生田小学校ＰＴＡと称し、事務所を南生田小学校におく。 

第２章  目  的 

第２条   本会は保護者と教職員の協力により児童のしあわせな成長のために努力し、あわせて会員相 

互の教養をたかめ、親睦をはかることを目的とする。 

第３章  活  動 

第３条   本会は第２条の目的達成のため次の活動を行う。 

1. 民主的教育の推進とその具体化を図る。2. 児童及び会員の厚生福祉を図る。 

3. 教育的環境の整備を図る。      4. 学校及び家庭との連絡を緊密にする。 

5. その他必要な事項。 

第４章  方  針 

第４条   1. 本会は教育を本旨とする民主団体として活動し、営利を目的としない。 

2. 本会は児童福祉のために活動する他の社会団体及び機関と協力するが、 

その運営については他のいかなる団体の干渉もうけない。 

3. 本会は学校の管理や人事に干渉しない。 

4. 本会は特定の政党や宗教にかたよらない。 

第５章  組  織 

第５条   本会は次の会員で組織する。 

1. 児童の保護者。 2. 学校教職員。 

入会の意思確認は、入学時及び転入時に行うことを基本とし、入会するものは入会申込書を 

提出し、加入しないものは非加入届を提出するものとする。なお、加入しているものが退会 

を希望する場合は、所定の退会届を提出し、受理した時点で成立する。 

第６章  機  関 

第６条      本会に次の機関をおく。 

1. 総 会     2. 役員会     3. 実行委員会 

4. 各種委員会   5. 必要に応じて臨時委員会を設けることができる。 

第７章  総  会 

第７条   総会は全会員をもって構成する本会の最高機関である。 

第８条   総会は年 1 回会長が開催し、必要あるときは臨時総会を開くことができる。 

第９条   総会（臨時総会を含む）は、対面・オンラインによる出席（委任状を含む）、もしくは書面（電 

磁的記録を含む）によって開催し、総会の議案は過半数をもって議決する。なお、無回答に 

ついては、議決を委任したものとする。 

      第８章  役 員 会 

第１０条  本会の役員は次のとおりとする。 

1. 本部役員 会長 1 名（保護者）、副会長 4 名（保護者）、会計 3 名（保護者）、 

書記 4 名（保護者 3、教職員 1） 

2. 会計監査 4 名（保護者 3、教職員１） 

3. 副会長以下は必要に応じて増減員することができる。 

第１１条  役員会は本部役員および校長により構成される。 

第１２条  役員の任務は次のとおりとする。 

1. 会長は本会を代表し、会務を統轄する。必要と認めたときは役員会（会計監査を 

のぞく）を招集することができる。 
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2. 副会長は会長を補佐し、会長が不在の時はこれを代行する。 

3. 会計は金銭の収支を記録し、必要に応じて会計報告を行う。 

4. 書記は会議の議事を記録し、本会運営上の庶務を行う。 

5. 会計監査は必要に応じて会計の監査を行う。 

第１３条  役員は総会で選出する。 

１．推薦委員会は会員の中より役員候補者を選出し、その年度内の臨時総会に推薦する。 

総会の 3 日前までにその氏名を全会員に通知する。 

２．役員の任期は 1 年とする。ただし再任を妨げない。 

第９章  実行委員会 

第１４条  本会の実行委員会は、役員及び各委員会の正副委員長と校長によって構成される。 

第１５条  実行委員会の任務は次のとおりとする。 

1. 各委員会によって立案された事業計画を審議検討する。 

2. 総会に提出する報告書ならびに議案を作成する。 

3. 会員より委任された事務を処理する。 

4. 細則の制定ならびに改廃。 

5. 細則を制定又は改廃した場合は、次期総会に報告する。 

第１０章  各種委員会 

第１６条  本会の各種委員会は次のとおりとする。なお、募集人数に対する応募実態により、当年度の 

委員会活動を休止できるものとする。 

1. 厚生委員会    2. 成人教育委員会    3. 広報委員会 

4. 校外委員会    5. なかよしまつり委員会 6. 推薦委員会  

7. 卒業対策委員会(6 年生のみ) 

第１７条  各種委員会の任務は次のとおりとする。ただし、実態に応じ一部活動内容を変更することが 

できるものとする。 

1. 厚生委員会は、児童の福祉増進をはかる。主な活動はベルマーク収集、環境美化(花壇 

の植え替え)。 

2. 成人教育委員会は、会員相互の教養を高めることに努力するとともに地域社会に対し、 

本会の教育的な催しに参加する機会を与える。 

3. 広報委員会は、ＰＴＡ会報などを発行し、会員に対しまた必要に応じその地域社会なら 

びに関係諸機関及び諸団体に対し意見の交換をはかる。 

4. 校外委員会は、児童の交通安全、校外生活を学校及び家庭と連絡を取りながら指導し、 

地域の教育環境をよくすることに協力する。 

5. なかよしまつり委員会は、ＰＴＡなかよしまつりにおける模擬店などの企画・運営にあ 

たる。 

6. 推薦委員会は、次年度役員候補者を選出する。推薦委員は、自ら役員候補者となること 

はできない。 

7. 卒業対策委員会は、卒業記念品の相談・発注・確認などを行う。また、卒業式で担任の 

先生へ贈呈する花束の手配を行う。 

第１８条  各種委員会の組織については細則で定める。 

第１１章  会  計 

第１９条  本会の経費は会費及びその他の収入をもってあてる。 

第２０条  本会の会費は１世帯につき年額３,６００円とする。なお、会員が年度途中で退会する場合 

は、退会届を受理した翌月以降の年会費残額を返金する。 

第２１条  本会の経理は総会によって議決された予算によって行う。 

第２２条  本会の決算は会計監査を経て総会で承認をうける。 

第２３条  本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 
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第１２章  付  則 

第２４条  規約は総会において改廃することができる。 

第２５条  本規約を運営するために実行委員会において細則ならびに内規を設けることができる。 

第２６条  この規約は昭和５１年９月１１日より実施する。 

第２７条  昭和５５年３月１５日規約の一部を改正する。 

第２８条  平成元年３月７日規約の一部を改正する。 

第２９条  平成９年４月３０日規約の一部を改正する。 

第３０条  平成１１年２月１６日規約の一部を改正する。 

第３１条  平成１２年３月１日規約の一部を改正する。 

第３２条  平成１３年２月２８日規約の一部を改正する。 

第３３条  平成１４年２月２７日規約の一部を改正する。 

第３４条  平成２２年２月２４日規約の一部を改正する。 

第３５条  平成２２年５月１９日規約の一部を改正する。 

第３６条  平成３１年２月１６日規約の一部を改正する。 

第３７条  令和 3 年 2 月 9 日規約の一部を改正する。 

第３８条  令和 6 年２月２8 日規約の一部を改正し、令和 6 年 4 月 1 日より実施する。 

 

 

 

細  則 

細 則－第１章  各種委員会及び実行委員会の組織 

第１条   各種委員会 

1. 厚生委員会、成人教育委員会、広報委員会、なかよしまつり委員会、推薦委員会 

各委員は全校より選出する。 

希望者が多数の委員会は、本部会長権限にて厳正に選出する。 

2. 校外委員会 

校外委員は地区編成表による各地区より、その地区の大きさに応じて若干名を選出する。 

3. 卒業対策委員会 

卒業対策委員は 6 年生のクラス数と同じ人数を目安に選出する。正副委員長は選出しない。 

4. 各種委員会の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。 

第２条   削除 

第３条    実行委員会 

各委員会は互選により正副委員長を選出し実行委員とする（卒業対策委員会を除く）。 

細 則－第２章  予算委員会 

第４条    会長は予算委員会を委嘱し次年度予算を編成する。 

第５条    予算委員会は役員及び各種委員会正副委員長により構成される。 

細 則－第３章  慶  弔 

第６条    慶 事 

1. 卒業児童に記念品をおくる。 

2. 役員の退任ならびに教職員の転退職に際しては、記念品をおくることができる。 

3. その他の慶事については、役員会において審議する。 

第７条    弔 事 

1. 会員死亡の際は弔慰金 1 万円をおくる。 

2. 会員の児童死亡の際は弔慰金 1 万円と生花をおくる。 

3. その他の弔事については、役員会において審議する。 

第８条    その他 
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1. 会員・児童の事故災害、その他特別の場合は、役員会において審議する。 

2. 会員による各種同好会は実行委員会の承認を得て行うことができる。 

これに対し備品援助をすることができる。 

3. 細則は実行委員の 3 分の 2 以上の賛成がなければ改廃することができない。 

細 則－第４章  経  費 

第９条    学区内で活動する場合、交通費は負担しない。 

細 則－第５章  役 員 会 

第１０条   規約第８章・第１０条・3 の役員増減員については、実行委員の 3 分の 2 以上の賛成を必要

とする。 

 

細 則－第６章  付  則 

第１１条  この細則は昭和５１年９月１１日より実施する。 

第１２条   昭和６１年４月１日細則の一部を改正する。 

第１３条   昭和６３年４月１日細則の一部を改正する。 

第１４条   平成９年４月２２日細則の一部を改正する。 

第１５条   平成１０年１月１７日細則の一部を改正する。 

第１６条   平成１１年２月１８日細則の一部を改正する。 

第１７条   平成１２年３月７日細則の一部を改正する。 

第１８条   平成１２年１２月１６日細則の一部を改正する。 

第１９条   平成１３年２月２８日細則の一部を改正する。 

第２０条   平成１４年１月１９日細則の一部を改正する。 

第２１条   平成１４年２月２７日細則の一部を改正する。 

第２２条   平成１５年２月１５日細則の一部を改正する。 

第２３条   平成１６年２月１７日細則の一部を改正する。 

第２４条   平成２２年２月２４日細則の一部を改正する。 

第２５条   平成２９年５月３０日細則の一部を改正する。【個人情報取扱規則】を定める。 

       別紙【川崎市立南生田小学校ＰＴＡ個人情報取扱規則】 

第２６条   平成３１年２月１６日細則の一部を改正する。 

第２７条   令和３年２月 9 日細則の一部を改正する。 

第２８条   令和４年２月 8 日細則の一部を改正する。 


